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非アルコール性脂肪性肝疾患(NAFLD)は, 過度のアルコール摂取やウイルス性肝炎等の症状な

しに肝臓内に脂質などが多く蓄積した状態であり, 世界人口の 20～30%が羅患している. NAFLD 

の病態は, 良性の経過をたどる単純性脂肪肝(NAFL)と肝硬変や肝細胞癌へつながる非アルコール

性脂肪肝炎(NASH)に分類することができる[1]. NAFLD の病理についていくつかの仮説が提案さ

れたが, NASH または NAFLへの進行のメカニズムは解明されていない. 我々は，ラマン顕微鏡を

用いることで，蓄積脂質の脂質分子物性という視点で NAFLD を特徴付けられることを明らかに

し，NAFLD の病理の解明へ向けた試みを行っている[2]．その際，脂肪滴サイズに応じて分子種や

分子構造に特徴的な分布があることを明らかにした．脂肪滴サイズは，病理学的知見として 

NAFLDの予後に影響があることが知られている．そこで, 本研究では，NAFD 肝臓に蓄積した脂

肪滴の脂質分子物性のサイズ依存性について，ラマン顕微鏡を用いてより詳細に検討した． 

本研究では高脂肪/高コレステロール/コール酸の餌で誘発した NASH モデルマウスをサンプル

として用いた．Fig.1 に肝組織切片の HE 染色像, 明視野画像，スペクトルを示す．肝細胞に蓄積

した脂肪滴では, 1442, 1662, 1677, 2855, 2900, 2935 cm-1に主なラマンバンドが確認でき, これらは

主に脂肪酸やコレステロールの存在を示すバンドである. ラマンスペクトルの 2855cm-1(CH2)と

1662cm-1(C=C)のスペクトル強度比である脂質の不飽和度を脂肪滴のサイズで比較し, 評価を行な

った. その結果，脂肪滴サイズが大きくなるにつれ不飽和度が小さくなる，負の相関があることが

明らかになった. またコレステロール含有量についても同様の結果が得られた. 
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Fig. 1 (a) HE stained image and (b) bright-field image of NAFLD liver. (c) Raman spectra of lipid droplets. 
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